
 

 

 

 

2024年 10月 24日 

各 位 

会 社 名   能美防災株式会社 

代表者名   代 表 取 締 役 社 長 岡 村 武 士 

      （コード：6744、東証プライム市場） 

問合せ先   執行役員 総務部担当 小 野 泰 弘 

      （TEL．03－3265－0214） 

親 会 社   セコム株式会社（コード：9735） 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、2024年 5月 9日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知ら

せいたします。 

 

記 

 

１．業績予想の修正について 

（１）連結業績 

2025年 3月期第 2四半期（中間期）連結業績予想数値の修正（2024年 4月 1日～2024年 9月 30日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に

帰属する 

中間純利益 

１株当たり 

中間純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 

百万円 

52,200 

百万円 

2,100 

百万円 

2,200 

百万円 

1,500 

円 銭 

25.17 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 54,500 3,600 3,700 2,500 42.18 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） 2,300 1,500 1,500 1,000  

増  減  率 （  ％  ） 4.4 71.4 68.2 66.7  

(ご参考)前期第 2 四半期実績 

(2024 年 3 月期第 2 四半期) 
48,732 1,497 1,758 1,193 19.78 

 

2025年 3月期通期連結業績予想数値の修正（2024年 4月 1日～2025年 3月 31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 

百万円 

120,800 

百万円 

12,100 

百万円 

12,400 

百万円 

8,600 

円 銭 

144.32 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 130,000 14,000 14,300 9,800 165.33 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） 9,200 1,900 1,900 1,200  

増  減  率 （  ％  ） 7.6 15.7 15.3 14.0  

( ご 参 考 ) 前 期 実 績 

( 2 0 2 4 年 3 月 期 ) 
118,506 11,662 12,242 8,574 142.10 

 

  



 

 

 

 

（２）個別業績 

2025年 3月期第 2四半期（中間期）個別業績予想数値の修正（2024年 4月 1日～2024年 9月 30日) 

 売上高 経常利益 中間純利益 
１株当たり 

中間純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 

百万円 

40,700 

百万円 

1,800 

百万円 

1,200 

円 銭 

19.85 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 42,000 3,000 2,100 35.37 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） 1,300 1,200 900  

増  減  率 （  ％  ） 3.2 66.7 75.0  

(ご参考)前期第 2 四半期実績 

(2024 年 3 月期第 2 四半期) 
36,238 1,480 1,054 17.45 

 

2025年 3月期通期個別業績予想数値の修正（2024年 4月 1日～2025年 3月 31日) 

 売上高 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 

百万円 

92,500 

百万円 

9,400 

百万円 

6,600 

円 銭 

109.20 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 100,900 10,400 7,400 124.63 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） 8,400 1,000 800  

増  減  率 （  ％  ） 9.1 10.6 12.1  

( ご 参 考 ) 前 期 実 績 

( 2 0 2 4 年 3 月 期 ) 
89,348 8,755 6,240 103.25 

 

２．修正の理由 

第 2四半期（中間期）の連結業績予想につきましては、期初時点の受注残高が全般的に高水準であった中、

市場環境が想定よりもさらに堅調に推移したことから、売上高は前回発表予想を上回る見通しとなりました。

利益につきましても、市場環境が想定よりも堅調に推移したことに加え、原材料価格等が上昇する中で計画

的に取り組んだ価格改定が奏功したことなどから売上原価率が改善し、営業利益、経常利益、親会社株主に

帰属する中間純利益のいずれも前回発表予想を上回る見通しとなりました。 

通期の連結業績予想につきましても、第 2四半期（中間期）の業績が前回発表予想を上回ったことを踏ま

え、上記のとおり修正いたしました。 

また、個別業績予想につきましても、同様の理由により修正しております。 

 

※上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今

後様々な要因により予想数値と異なる場合があります。 

以 上 


